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　Please start writing Abstract of this Material within 100－200 words. 









（１行アケル）
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こちらから，和文要旨を500字以内でご執筆ください。9ポイント（MSゴシック）一行45字で設定されています。和文要旨，本文ともに，句読点は全角の「，」「。」を，英数字は半角をご使用ください。和文要旨にキーワードは不要ですが，英文要旨にはキーワードを10語以上記載してください。
　なお，上記，表題は20ポイント（MSゴシック），著者氏名は14ポイント（MSゴシック），所属は10.5ポイント（MS明朝），下記，本文は9ポイント（MS明朝），ただし，見出しは10.5ポイント（MSゴシック），小見出しは9ポイント（MSゴシック）で設定されています。
（2行アケル）


1.　緒　　　　　言

　こちらから，本文の緒言をご執筆ください。資料は原則として，5ページ以内で掲載する旨，規定されています。なお，このテンプレートの本文は，一行25字の2段組で設定されています。
　原稿の書き方の詳細につきましては，会誌掲載の「投稿の手引き」をご参照ねがいます。










（１行アケル）
――――――――――――――――――――――――――――
* 201受付，201採用
** 〒ご所属の住所をご記入ください。ご所属が複数にわたる場合には，バックナンバーの記載方法をご参照ねがいます。

（下のラインが左段のいちばん下にくるようにご調整ください）
――――――――――――――――――――――――――――
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（１行アケル）
2.　実　　　　　験

　こちらから，実験についてご執筆ください。
　2.1.　図表の挿入
図表は，適切と思われる箇所に，画像の貼り付け，ないし入力等を行ってください。片段（一行25字）のスペースで不足する場合には，Wordの「ページレイアウト」から「段組み」の「1段」を選択し，当該図表のみ，全段のスペースでレイアウトしてください。図の下には「Fig.-0」，表の上には「Table-0」として全角アケ，そのあとにキャプション（説明）を記載してください。タイトル・キャプション・内容は英語で記載してください。
　2.2.　表の入力
　入力して表を作成する場合には，英数字のフォントはTimes New Romanのサイズ10.5ポイントで，日本語のフォントはMS明朝のサイズ9ポイントで組んでください。
[image: C:\Users\User11\Desktop\yabutsubaki3.jpg]
Fig.-1　Japanese camellia.
The name of this Japanese camellia is ‘Tamanoura.’
＊図表の原本は，本文の後に拡大版（鮮明版）を添付してください。
（１行アケル）
　2.3.　数式の挿入
　会誌掲載の「投稿の手引き」をご参照ねがいます。
























Table-1　Results of the number and type.
――――――――――――――――――――――
Number　　　　Type
――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　5　　　　　　 A
　　　　　　　　　　　　7　　　　　　 C
　　　　　　　　　　　　3　　　　　　 B
11　　　　　　 B
　　　　　　　　　　　　8　　　　　　 A
――――――――――――――――――――――
A: white, B: red, C: pink.
（１行アケル）










（１行アケル）
3.　結　　　　　果

　こちらから，結果をご執筆ください．










































（１行アケル）
4.　考　　　　　察

　こちらから，考察をご執筆ください．





























（１行アケル）
5.　結　　　　　論

　こちらから，結論をご執筆ください．








（１行アケル）
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The name of this Japanese camellia is ‘Tamanoura.’
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A: white, B: red, C: pink.
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